
先ずはじめに，豊田工業大学の簡単な紹介か

らはじめさせていただきたい。豊田工業大学

（図１）は，豊田佐吉翁の「研究と創造に心を

致し，常に時流に先んずべし」の言葉を理念

に，トヨタ自動車株式会社の社会貢献活動の一

環として１９８１年に設立された。設立当初の目

的は，大学・大学院に進学しないで社会人とな

った人たちに勉学の機会を提供することであっ

たが，１９９３年度からは一般学生にも門戸を開

き社会人と一般学生がともに学ぶ環境になって

いる。

本学は，一学年定員８０名の小規模な組織な

がら，機械システム，電子情報および物質工学

の３つの分野での先端研究・教育を行ってい

る。１９９５年には大学院博士後期課程を設置し

てより高度な先端的研究分野の拡充整備を行っ

ている。また，２００３年度にはシカゴ校（大学

院）（図２）を開設して情報基礎理論の研究教

育の充実を図っている。

先端フォトンテクノロジー研究センターは文
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図１ 豊田工業大学のキャンパス

図２ 豊田工業大学シカゴ校のキャンパス
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部科学省のハイテク・リサーチ・センター事業

の採択を受け１９９７年に設立され，通信用ガラ

ス材料および太陽電池を中心とした先端的研究

から活動がはじまった。２００６年度には“超オ

クターブ光波制御プロジェクト”が新事業とし

て採択され，現在そのプロジェクトが精力的に

推進されている（図３）。このプロジェクトに

は機械システム，電子情報および物質工学の３

つの分野から４つの研究室が集まり，ガラスを

中心としたフォトニクス素材・素子による光波

制御・創生の研究，光半導体を用いた光波制御

の研究およびマイクロメカトロニクスによる光

波制御のアプローチが行なわれている。

我々が今利用しているのは，光のもつ性質の

ごく限られたものである。より自由に光を創

生・制御できるようになれば，利用分野は格段

に広がっていく。それを実現するには新材料の

開発が必須であると考えている。そこでこのプ

ロジェクトでは，光波を創生制御するための基

盤材料を研究し，さらに光機能を引き出すため

に必須な素子の構造の研究を進めている。

つまり材料および素子構造の研究が一体とな

った研究による光波の創生・制御を目指してい

る。具体的には，�１広帯域光波制御の研究，�２
広帯域フォトン創生の研究，の２つを主要な研

究テーマとしている。新たな光波の創生・制御

材料の開発は，情報通信技術の発展を促進する

だけでなく，加工，製造，医療，計測，極限光

科学等通信以外の分野の発展も牽引できると期

待している。

以下，具体的な研究内容についてご紹介した

い。

広帯域光波制御の研究では�新規高効率非線
形光導波路材料や広帯域性に優れた新規高効率

遷移金属または新規活性イオン含有材料の開発

および�微細構造光ファイバの構造等を駆使し
た新規構造の光機能導波路素子の研究開発を行

い，超高速全光信号処理システム構築に必要な

超広帯域高効率波長変換，超広帯域光増幅，高

効率光スイッチ，波形整形等の機能を実現する

ため高効率広帯域な光波制御素子の開発を行っ

ている。

広帯域フォトン創生の研究では可視・赤外に

わたるコヒーレント光の拡張，高出力化，超オ

クターブ光波の創生を�新規活性イオン含有材
料等の新素材開発および�新高効率非線形材料
による新規構造の光機能導波路素子実現により

目指している。

上記の研究を推進するため当研究センターで

は，素材開発のための装置，光導波路素子作製

のための装置，および各種光学特性，物性特性

評価装置を整備している。内外の研究機関との

共同研究も積極的に行っており，これらの装置

が活躍している。

これまで，“広帯域ファイバラマン素材の開

発”，“高非線形テルライトファイバガラスおよ

図３ 超オクターブ光波制御プロジェクトの目標
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び微細構造ファイバの開発”，“高非線形ナノフ

ァイバの研究”，“誘導ラマン散乱や誘導ブリル

アン散乱を用いた高効率 slow light 生成の研

究”，“グリーン光ファイバレーザの開発”，可

視域光増幅の研究”，“ファイバレーザコムの研

究”，“希土類を用いた波長スイッチの研究”，

“新規活性イオンを用いた超広帯域光増幅およ

びレーザ媒体の研究”等を行っている。特に最

近では，世界ではじめてTb添加光ファイバ

レーザによる連続グリーンレーザ発振に成功し

ており，今後各分野での応用につながることを

期待している。

これら研究では，学生諸君とともにポストド

クトラル研究員の活躍が目覚しく，彼らの存在

により活気のある研究活動が展開されている。

現在は，日本人のポストドクトラル研究員のほ

か，イギリス，インド，中国等からポストドク

トラル研究員が来日しており，それぞれの持ち

味を出しつつ刺激しあって研究を進めている。

これは，学生諸君にも非常によい刺激となって

いる。

研究の接点がありましたら是非協力し合って

研究推進したいと考えておりますので，お声を

かけていただけたらと思っている次第です。ま

た，名古屋にお越しの折は，是非お気軽にお立

ち寄りいただきいろいろとご議論していただれ

ば大変幸甚です。
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